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4.14 レシピ 

レシピは，生産などに必要な条件を簡単に設定/変更する機能です。 

設定/変更は，あらかじめ設定した値を接続機器のデバイスに書き込むことによって行います。 

また，指定したデバイスから値を読み出すことができます。 

読み出した値はファイルに保存し，パソコンで表示や編集ができます。 

 

使用例 

生産する製品により，使用する材料の量を変更する。 

 

 

 

レシピには，レシピ機能と拡張レシピ機能があります。 

レシピ機能と拡張レシピ機能の違いは，次ページを参照してください。 
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レシピファイル 

接続機器から読み出したデバイス値を保存するファイルです。 

レシピファイルに保存したデバイス値は，パソコンで編集できます。 

また，レシピファイルのデータはデバイスに書き込むことができます。 

 

レシピを使用したデバイス値の読み出し/ 書き込みの流れ 

(1)レシピファイルを使用しないデバイス値の書込み 

あらかじめGTDesigner3で設定した値をGOTの内蔵メモリ(ユーザ領域)に保存します。 

デバイスのON/OFFにより，設定した値を接続機器のデバイスに書き込みます。 

下記の場合は，レシピファイルが不要です。 

•接続機器のデバイスに値の書込みのみを行う 

•書き込む値をパソコンで表示/編集する必要がない 

 

 

 

1.GTDesigner3でレシピの設定を行います。 

このとき，レシピファイルは使用しない設定にします。 

2.設定したデータを，GOTにダウンロードします。 

3.書込みトリガで，GTDesigner3で設定した値を接続機器のデバイスに書き込みます。 

 

〇接続機器のデバイスから値を読み出す方法 

レシピファイルを使用します。 

レシピファイルを使用しない場合は，デバイスのON/OFFによる書込みのみ可能です。 
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(2)レシピファイルを使用するデバイス値の読み出し/ 書き込み 

レシピファイルを使用したデバイス値の読み出し/書き込みは，パソコン上で工程管理や生産管理に

使用できます。 

レシピファイルを使用するデバイス値の読み出し/書き込みには，下記の方法があります。 

(a)デバイスのON/OFFにより実行する 

 

 

1.GTDesigner3でレシピの設定を行います。 

このとき，レシピファイルは使用する設定にします。 

2.設定したデータを，GOTにダウンロードします。 

3.読出しトリガで，接続機器のデバイス値を読み出します。 

4.読み出した値が，レシピファイルに保存されます。 

5.レシピファイルを，パソコンに格納します。 

6.手順5.で格納したファイルを，パソコンで表示，編集します。 

7.編集したレシピファイルを，GOTに格納します。 

8.書込みトリガで，接続機器のデバイスに値を書き込みます。 
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(b)ユーティリティから実行する(拡張レシピ機能のみ) 

 

1.GTDesigner3で設定を行います。 

2.設定したデータをGOTにダウンロードします。 

3.ユーティリティで拡張レシピファイルを作成します。 

4.ユーティリティで接続機器のデバイス値を読み出します。 

5.読み出した値が，拡張レシピファイル(バイナリファイル(*.G1P))に保存されます。 

6.バイナリファイル(*.G1P)を，UnicodeテキストファイルまたはCSVファイルに変換します。 

変換したファイルとバイナリファイルを，パソコンに格納します。 

7.上記6.で変換したファイルを，パソコンで表示, 編集します。 

8.編集したファイルを，GTDesigner3でバイナリファイル(*.G1P)に変換します。 

9.バイナリファイル(*.G1P)をGOTに格納します。 

10.ユーティリティから，設定した値を接続機器のデバイスに書き込みます。 

 

〇拡張レシピファイル 

拡張レシピ機能で使用するレシピファイルを，拡張レシピファイルと呼びます。 
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[実践的ＦＡＱ１２０ レシピ機能と拡張レシピ機能の違い] 

レシピ機能と拡張レシピ機能の違いは？ 

 

下記に，レシピ機能と拡張レシピ機能の違いを示します。 

下記の内容を参考に，使用するレシピを選定してください。 

 
 

〇レシピ機能と拡張レシピ機能の互換性 

レシピ機能と拡張レシピ機能の設定は流用できません。 

レシピを使用する前に，レシピ機能と拡張レシピ機能の選定を行ってください。 
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〇設定可能数 

レシピは複数設定できます。 

ラインや製造品目ごとに設定を分けて管理できます。 

設定可能なレシピ数とデバイス点数は，下記のとおりです。 

 

 

*1 GT16，GT15，GTSoftGOT1000，GT11の場合，レシピ設定ごとに設定可能な点数です。 

GT10の場合，1プロジェクト内の合計点数です。(GT10は最大4000点) 

*2 設定可能なデバイス点数は，下記を参照してください。 

 

〇1つのデバイスに設定できる値(設定ごと) 

1つのデバイスに，複数の値を設定する場合の違いは下記のとおりです。 
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〇設定可能なデバイス名とデバイス形式 

複数のデバイス名とデバイス形式を設定する場合の違いは下記のとおりです。 

(1)複数のデバイス名を設定する場合の例 

(a)設定内容 

下表に示す設定を行う場合を例に説明します。 

 
 

(b)GTDesigner3の設定 

上記(a)の設定を行う場合，下表のようになります。 

 

 

(2)複数のデバイス形式を設定する場合の例 

(a)設定内容 

下表に示す設定を行う場合を例に説明します。 

 
 

(b)GTDesigner3の設定 

上記(a)の設定を行う場合，下表のようになります。 
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(3)複数のデバイス番号を設定する場合の例 

(a)設定内容 

下表に示す設定を行う場合を例に説明します。 

 

 

(b)GTDesigner3の設定 

上記(a)の設定を行う場合，下表のようになります。 

 

 

 

〇ポイント レシピ機能のデバイス形式 

デバイス形式にBCD16，BCD32，ビットデバイスを設定できません。 

BCD16，BCD32，ビットデバイス(ワードデバイスのビット指定)のデバイスを設定する場合は，拡張

レシピ機能を使用してください。 
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〇デバイス値の読み出し/ 書き込みを行うためのトリガデバイス 

レシピでは，トリガデバイスのON/OFFでデバイス値の読み出し/書き込みを行います。 

デバイス値の読み出し/ 書き込みを行う場合，トリガデバイス設定の違いは下記のとおりです。 

 

 

*1 デバイス値の読み出し/書き込み時は，さらにレコードNo.の指定が必要です。 

*2 デバイス値の読み出し/書き込み時は，さらにレコードNo.の指定が必要です。 

 

〇ユーティリティによる操作 

拡張レシピ機能では，ユーティリティで下記に示す操作ができます。 

•拡張レシピファイル操作 

•レシピ実行 

•G1P←→Unicodeテキストファイル/CSVファイル変換 

専用画面の設計を行わずに，またはファイルをパソコンに読み出すことなくレシピの操作ができま

す。 
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〇処理の状態を接続機器のデバイスに通知 

レシピでは，デバイス値の読み出し/書き込みなどの状態を，接続機器のデバイスに格納することに

より通知できます。 

 
 

〇保存ファイル形式 

レシピでは，接続機器のデバイス値を読み出してレシピファイルに保存できます。 

また，レシピファイルのデータは，デバイスに書き込むことができます。 

レシピでは，下記に示すファイル形式が使用できます。 

 

 

*1 保存したCSVファイルは，パソコンで表示，編集できます。 

*2 バイナリファイルは，CSVファイルまたはUnicodeテキストファイルに変換して，パソコンで表

示，編集できます。 
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【設定方法】 

①【共通の設定】→【レシピ】→【レシピ】メニューを選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プロジェクトワークスペース内の「レシピ」をダブルク

リックしても結構です。 
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②レシピ選択用ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③左部の「新規作成」ボタンをクリックします。 
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④レシピ機能設定用ウィンドウが表示されます。 

 

 

⑤ 下記説明を参考に、必要個所を設定します。 

・レシピ名称 

レシピの名称を設定します。全角、半角に関わらず32 文字まで入力することができます。 

 

・デバイス点数 

読出し／書込みの対象となるデバイスの個数・データ形式を設定します。 

デバイス点数 

読出し／書込みを行いたいデバイスの個数を設定します。 

設定した点数分，先頭デバイスから連続したデバイスが設定されます。 

設定できる点数は，デバイスのデータ形式により異なります。 

•符号付きBIN16/符号なしBIN16：最大8192点(GT10は最大4000点) 

•符号付きBIN32/符号なしBIN32：最大4096点(GT10は最大2000点) 

 

データ形式：デバイスのデータ形式を選択します。 

・符号付きBIN16 ・符号なしBIN16  ・符号付きBIN32 

・符号なしBIN32 

 

・デバイス一覧 

レシピ機能を実行した時に、読出し／書込みをするデバイスが一覧で表示されます。 

No.をクリックすると選択され，レシピ編集ボタンで編集できます。 

デバイス 

レシピ機能を実行した時に、読出し／書込みをするデバイスの先頭デバイスを設定

します。 

デバイス値 

条件成立時に、PLCに書き込むデバイスの値を入力します。 
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・書き込みトリガデバイス１／書き込みトリガデバイス２ 

レシピ機能で、書込みを実行するデバイスと成立条件（ON／OFF）を設定します。 

[書き込みトリガデバイス 2]は，2 つの条件が成立時に書き込みを実行する場合に設定しま

す。 

その場合，トリガデバイス1と2の成立条件がどちらも成立した時のみ，書き込みを実行し

ます。 

 

・読み出しトリガデバイス１／読み出しトリガデバイス２ 

レシピ機能で、読出しを実行するデバイスと成立条件（ON／OFF）を設定します。 

[読み出しトリガデバイス 2]は，2 つの条件が成立時に読み出しを実行する場合に設定しま

す。 

その場合，トリガデバイス1と2の成立条件がどちらも成立した時のみ，読み出しを実行し

ます。 
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【補足：読出し／書込みをするデバイスの点数が多い場合の注意点】 

他のオブジェクト機能のモニタ，キー入力などの処理がレシピ機能の実行完了まで処理されなくな

るため，注意してください。 

＜レシピ実行中の確認方法＞ 

GOTの画面上に，システム信号2-1のレシピ処理中信号をモニタするランプなどを設定しておけば，

レシピ機能が実行中か確認できます。 

 

・システム信号2 レシピ処理中信号（b10） 

ON：レシピ処理中（書込み／読出し動作） 

OFF：レシピ処理完了、中断 

 

 

 

 

【補足：システム信号２の設定方法】 

 

 

 

 

 

 

システム信号２を利用するには、ユーザがデ

バイスを指定する必要があります 
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〇作画に関する注意事項 

レシピを設定できる数 

1プロジェクトで256個まで設定できます。 

〇OS関する注意事項 

オプション機能OS(レシピ)をGOTにインストールしてください。 
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補足：システム情報について 

システム情報の読み出しデバイス，書き込みデバイスの機能を下記に示します。 

 

○読み出しデバイス システム信号1-1 
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 4-388 

○書き込みデバイス システム信号2-1 
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参考マニュアル 

画面設計マニュアル 共通編２／２ 

形名 SW1-GTD3-R(DRAW1) 

形名コード 1D7M94 
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課題21 レシピ機能  

データ切換1（製品A）、データ切換2（製品B）、データ切換3(製品C)の各タッチスイッチを押す

と、データが書き換えられるように設定してください。 

 

・値を書換えるデバイスはD800～D807（8個） 

 

（画面作成例） 
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【設定例】 

 

 

 

 

 

 

D860 

 

D800 

～ 

D807 
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書き込みトリガデバイス：M20 

書き込みトリガデバイス：M21 

書き込みトリガデバイス：M22 
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スイッチの設定（ディレイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタについて（システム２ レシピ処理中信号） 

 

 
 

 

 

 

 

10ビット目 

（システム2 レシピ処理中信号） 


